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まほろば主人　宮下  周平
（仁木農場より )
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6 月 20 日、　大貫妙子さんと彼女の幼馴染、 小樽在住の武道家 ・ 三枝龍生さんと一緒に

仁木町西町の隣、 大江地区で 15 町歩水田を営農されている
金子英治さんと
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かぼちゃの整枝は、 経験と直観力が要る

野良着姿も板についた大貫さん。 ありがとうございました！
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水槽に井戸水を流す。

そこに、 醤油粕と米糠
を投入。

櫂で毎日混ぜる。 勢い
よくブクブクと気泡が出
て来る。 発酵が盛んで
ある。
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『愛宕山から見た江戸のパノラマ』 撮影者 ：
フェリーチェ ・ ベアト 1865-1866 頃

肥桶担ぎ

肥船 （糞尿船）

江戸中心部を流れる各河川
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納屋の 2 階に貯蔵された大鋸屑部屋
当時の新聞広告の端切れと古い教科書の表紙

通路に米ぬかと主成分のマグネシウムを投入納屋に眠っていた筵を敷く 春に脱穀した大豆殻を敷く
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筵を剥ぐって 「醤油

粕微生物酵素」 を柄

杓で撒く。 チーズ状

になっている土壌に、

濃緑や真白なカビが

繁茂し、 昆虫が動き

回る


